
スイッチング電源の０V付近の過電流保護垂下特性の取得方法

スイッチング電源の過電流保護試験では、電圧と電流をそれぞれ測定し、垂下特性をグラフ化して特性評価します。電流が過電流領域にな
ると保護動作が働き、電圧が垂下していきますが、使用する電子負荷最小動作電圧や内部インピーダンス（抵抗成分）によって、0V付近
までの垂下特性の取得ができないことがあります。そこで供試物であるスイッチング電源と直列に可変電源を挿入することで、電子負荷内
部のインピーダンス(抵抗成分）をキャンセルさせ、0V付近までの垂下特性グラフの取得が可能となります。
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特長

過電流保護試験に最適なSweepモードを搭載。200msec間隔での設定・測定が可能

USB通信経由で1024ポイントの電圧・電流測定値をPCへダウンロード可能

TDKラムダ製の超小型可変直流電源Z+も販売可能。200W~800W、最大72Aまで

関連製品

ハイエンド多機能電子負荷装置「Load Stationシリーズ」

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/370/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/load/dc-load/load_station/

